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◉スポーツを通じて交流を深める
　８月28日（日）、設楽町の「豊

とよくに

邦交流センター」などで、
田原市中部スポーツ少年団の児童12名と設楽町の児
童21名による親善試合など
が行われました。この催し
は、姉妹都市である設楽町
の魅力を知るとともに、設楽
町の住民の方とふれあい、
友好を深めることを目的に開催されたものです。
　子どもたちは、最初は緊張していたものの、いっしょに
汗を流すと、すぐに打ち解けて笑顔を見せていました。
◉交流センターとは？
　今回の交流の会場となった交流センター。この施設
は、豊川上下流域の相互理解と住民同士の交流を
図ることを目的に、廃校になった設楽町の２つの小学校
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都橋・豊邦）を田原市が借り受け、交流拠点として
活用しているものです。
◉利用方法は？
対象：田原市民　※営利目的での利用は不可
利用方法：キャンプ、バーベキュー、スポーツなど
料金：無料（電気、水道などの使用料も無料）
申し込み：事前に各交流センター会長へ電話（午後８時ま
で）予約、利用日当日に現地で申込書を記入

※詳しい利用方法などはご相談ください。

▶政策推進課☎２３局３５０７　

申し込み先 電話番号
三都橋交流センター
会長　原

は ら い

井　正
ただし

さん
☎（０５３６）６４局５２６４

豊邦交流センター
会長　小

 こ や ま　 あきら

山　章さん
☎（０５３６）６４局５４２３

▲サッカーを楽しむ子どもたち

姉妹都市 設楽町とサッカー交流
設楽町で行われたサッカー交流の様子をご紹介します。

■国内外との交流・多文化共生

▲三都橋交流センター ▲豊邦交流センター
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